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居眠りや眠気は、交通事故の約２割に関わるとされる重大な事故原因である。しかし、現在の
眠気検知装置は「目を閉じている割合」などから重い眠気を事後的に捉える仕組みのため、軽い
眠気や運転能力の低下を見逃してしまう。

本事業では、カメラに映る「まぶたの動き」から、睡眠科学で用いられる客観的な覚醒度（反
応の速さ）を非接触で推定する独自技術を核に、眠気を早い段階で捉えて事故を未然に防ぐ「次
世代の覚醒度マネジメントシステム」の実現を目指す。

前段階（NEP躍進500）で試作した眠気検知装置（車内カメラ＋小型端末）と運行管理者向け
ウェブアプリを、実際の運送現場で使える水準に高める。さらに、眠気の兆候を捉えるとAIが
ドライバーに話しかけて覚醒を保つ「AI対話型の眠気対策」を新たに開発し、次の実証（PoC）
に取り組む。
①実際の走行環境でデータを集め、振動や明るさの変化に強い覚醒度推定を実現する
②運送事業者の営業車を対象に、運行管理アプリによる事故リスク低減効果を検証する
③AI対話で覚醒を保つ装置を試作し、運送現場での効果と受け入れやすさを検証する

作成/更新：２０２６年９月

NEP2026
躍進コース

車内カメラ まぶたの動きから覚醒度を推定する独自AI
反応の速さ（眠気の客観指標）を非接触・リアルタイムで算出

PoC2 運行管理者へ通知
危険になる前に無線で休憩を指示

（営業車で効果を実証）

PoC3 AIが話しかけて眠気を防ぐ
休憩所に着くまで会話で覚醒を維持
（運送現場で受容性・効果を検証）

PoC1 実際の走行環境で集めたデータで推定を安定化（システムの土台）
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